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高炉セメント B種のペースト硬化体とそのポリマー含浸（10 wt%）したものについて、γ線照射後に室温と

90℃で 8 ヶ月にわたって試験体から放出される水素分子を定量した。その結果、ポリマー含浸硬化体におい

て、90℃を保持したものは照射から 8ヶ月後にその積算水素生成収率（GH2）は 4.76を越えた。 
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1. 緒言 

昨年度はセメントペースト硬化体中の化学結合水の放射線分解による GH2は、照射後１ヶ月後で水のそれ

と同等の 0.45 かそれ以上になることを報告したが、本研究では最長 8 ヶ月以上に渡って H2ガス発生を追跡

した結果を報告する。 

 

2. 実験・結果と考察 

2-1. 試料とγ線照射 

6 mmφ x 60 mmの高炉セメントペースト硬化体 B種とそのポリマー含浸(PMMA, 10 wt%)を 105℃で 24 h

処理したものを試料に用いた。Arガスで置換した密閉容器内の試料を照射後、室温と 90℃に保持して約１週

間おきに最長 8ヶ月間積算 GH2の観測を続けた。 

2-2. 6 mmφ x 60 mm試験体（小） 

どの試料においても照射後日数の平方根に比例して GH2が増加したが、同じ温度ではポリマー含浸体の方

が未含浸のもののそれより大きくなった。とりわけ、90℃で保持したポリマー含浸体は照射後 8 ヶ月後には

積算 GH2が 4.76と水のそれの 10倍以上の値となった。ポリマー含浸部位は、H2の放出路となっていること

が示唆された 1。 

 

3. 結論 

γ線照射後の長期モニタリングの結果、化学結合水の放射線分解による試験体外への H2放出は非常に遅い

試験体内拡散律速であり、90℃で保持した場合はその GH2値は８ヶ月で 4.76 と水のそれの 10 倍以上、これ

まで報告されている 105℃で 24 h処理したものの 70〜160倍になることがわかった 2。 
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